
 

 
 

2024 年３⽉期第２四半期決算説明会 質疑応答要旨 
 

【⽇ 時】 2023 年 11 ⽉ 10 ⽇（⾦）14:00〜14:48 
【場 所】 兼松株式会社 本社（対⾯およびオンライン） 
【登壇者】 代表取締役社⻑ 宮部 佳也 
 執⾏役員 財務・主計・営業経理担当 桝⾕ 修司 
 財務部⻑ 宮池 浩 

 次期中期計画について 
Ｑ. 次期中期計画の概要や投資規模、ネットDERの⽬標など、どのような議論が⾏われているか教えてください。 
Ａ.次期中期経営計画は現在策定中で、計画期間は3年間とする予定。兼松エレクトロニクス株式会社（以下、KEL）のICTソリュー

ション事業などを今後の成⻑分野として考えており、次期計画でも重要な位置付けとなる。本事業を梃にグループ各社や取引先とのシ
ナジーも創出していきたい。また、グループ⼀体経営や効率化による収益の向上をより⼀層図っていく。次期中期経営計画の終了まで
にネットDERを1.0倍程度まで落とすことを⽬標に、現状の利益⽔準を前提にすれば、次期計画の終了までに800億円程度の投資が
できると考えている。 

Ｑ. 現⾏の中期経営計画の後半では、よりDXを中⼼にした成⻑モデルが明らかになったように考える。グループ⼀体経営や次期中期
計画においても、DXなど何らかの軸となるテーマがあるのか。また、DXにより改善を期待している事業があれば、教えてください。 

Ａ. 今後もDXは中⼼となるテーマであり、KELを完全⼦会社化したこともその背景。DXによって、当社の他の事業でも付加価値が⽣まれ
る。特に期待する分野の⼀つとしては、売上の⼤きい⾷料のセグメント。今後、各セグメントからはKELへ出向者も出していく。ビジネスと
デジタルの知⾒をKELで⾝に付けて、各セグメントの収益へつなげることが狙い。 

Ｑ. 次期中期計画も踏まえ、セグメント別のROICに対する考え⽅、また事業ポートフォリオの⾒直しについて教えてください。 
Ａ. 次期中期経営計画では、先ずはグループ⼀体経営やデジタル技術を活⽤し、各セグメントの資本効率・ROICを⾼めていきたい。その

上で恒常的にWACCを下回るような事業があれば⾒直しも検討したい。 

 投資について 
Ｑ. Sierra Space Corporationへの投資について、投資額や出資⽐率について教えてください。また、宇宙事業とシナジーが⽣まれ

る可能性のある御社の事業分野を具体的に教えてください。 
Ａ. 具体的な投資額や出資⽐率については、回答を控えさせていただきたい。今回の出資による⽬的は、同社との既存の取引関係の強

化のみならず、宇宙往還機や商⽤宇宙ステーションを活⽤した新しい事業の開発。宇宙事業は当社グループの様々な事業領域でシ
ナジーが期待されている。近未来的には、商⽤宇宙ステーションを利⽤した創薬は関⼼の⾼い領域とされ、創薬の開発が進めば宇宙ス
テーションへ運ぶ関連機器や物質を運ぶ⽤途も増えると考えられる。 

 経営⽅針について 
Ｑ. インフレの中での今後の経営⽅針ついて、過去の経験も踏まえて考え⽅を教えてください。 
Ａ. 過去の経験も踏まえ、財務規律を持って経営を⾏っていくべきと考える。 

Ｑ. 財務規律を遵守しすぎることによる事業への弊害はないか、考えを教えてください。 
Ａ. 強みとする事業分野や成⻑するマーケットにおいては、ある程度の柔軟性を持って、社内でも議論して事業を⾏っていきたい。また通常

の投資とは別にイノベーション投資の制度もあり、⾦額に上限を設けた上で投資を実⾏している。 
 

以上 
 


